IMPORTANT INFORMATION PLEASE READ THIS

重要な事柄です。必ずお読みください

このソフトウェアは入力された文章や語句を数字や記号に置き換える操作を行います。この動作の性質上、予期せぬ事態により入力された文章などが失われる可能性があります。実行前にファイルに保存するなど対策をお願いします。私はあなたがこのソフトウェアを使用したことによって被るかもしれないこれら損害を補償しません。ご自分の判断でご使用ください。なお、これまで私が使ってきた限り消えたことはありませんし、消えたという報告もいただいておりません。

****************************************************************************

試験問題作成便利マクロの使い方

Test.dot（Word2003以前用）Test.dotm（Word2007以降用） はテンプレートのディレクトリにコピーします。
Word2003以前の場合
メニュー(ツールバーから実行しないでください)のファイル中の新規作成でTest.Dotを選択し、新規作成はドキュメントを選びOKを押下します。ページ設定のダイアログが出ます。ここで、用紙の設定や余白などの設定をすべてし、「既定値として設定」を押下してください。これで、このテンプレートを使うときはこの設定が使われます。既定値や特定の文章のみ変えたいときはメニューのファイルのページ設定でいつでも変更できます。「既定値として設定」を押下すれば最下部にツールバーが出てくるはずです(名前は問題作成です)。これでこのツールを使うことができます。ツールバーの位置はドラッグすればどこにでも移動できます。
Word2007以降の場合

Test.dotmを読み込み、「コンテツの有効化」を許可すれば、アドインとしてリボンに登録されます。
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コードにはプロテクトをかけていません。触れるようになっています。適当に触ってもらっていいです。

ツールバーで日本語のTip Helpがでるものはワードに本来備わっている機能です。使い方はヘルプにも出ているのでみてください。
各ツールの使い方です。

「左の半円の２つ矢印」ボタンは英語の問題作成のツールです。

単語を適当に並べ替えて元の文章をつくるという問題を作成します。問題にしたい文章をいれます。その文章を選択します。その後、このボタンを押すと単語単位でバラバラにしてランダムに配置します。

例です。こんな文章から

A hunter may have to wait many hours for a seal to surface at its breathing hole.

こんな問題文が語句の選択で作れます。manyからsealまでを選択し実行。

A hunter ( wait / for / seal / many / hours / a / may / to / have )to surface at its breathing hole.

「虫」のボタンは虫食い問題作成です。

例です。このような文から

「オブジェクト指向」という言葉が登場してずいぶん経つ、原点は‘60年代末のSimuraというシュミレーション言語だと言われているから、コンピュータ科学の世界では歴史的な言葉だともいえる。

こんな問題が語句の選択だけで簡単に作れます。

「〔 ① 〕指向」という言葉が登場してずいぶん経つ、原点は‘〔 ② 〕の〔 ③ 〕という〔 ④ 〕だと言われているから、〔 ⑤ 〕の世界では〔 ⑥ 〕だともいえる。

選択肢
  Simura  シュミレーション言語  オブジェクト  歴史的な言葉  60年代末  コンピュータ科学

問題となる文章をすべて入れます。白抜き虫を押します。メッセージが出ます。問題にしたい単語を選択します。真中の半分塗りつぶし虫を押します。必要回数、選択とボタン押下を繰り返します。正しく選択していれば選択範囲の反転は消え、赤の点線によるアニメーション（Word2007以降は太字）に変わるはずです。反転が消えない場合は前に選択した語が混ざっています。カーソルを選択した語を選択肢として挿入したいところに移動させます。選択肢が必要でなければ移動させなくていいです。塗りつぶし虫を押します。選択した語が出ています。必要でない語があればリストから削除します。語が入っていなければ中止を押して入れたい語を選択します。オプションとして同じ語は同じ番号を付けるか、違う番号を付けるか、選択肢を挿入するかどうかをチェックします。既定値は挿入しないです。なお、「選択肢を挿入する」を選んだ場合、同じ語は１つになって挿入されます。括弧の形と入れたい記号をコンボボックスから選択します。付ける数字の初期値を１以外にするときは初期値の数字を半角数字で入れます。アルファベットの場合も数字で入れてください。ｂから始めたいときは２です。また、選択した語が21以上あれば丸数字はないので使えません。当然ですがアルファベットも26までです。この場合はリストの中に出ないようになっています。作成ボタンを押します。要するに「白抜き虫」で開始、「半分塗り潰し虫」で語選択、「塗り潰し虫」で作成です。

「人」のボタンは文章に下線を付けるツールです。

例です。こんな文章から

「オブジェクト指向」という言葉が登場してずいぶん経つ、原点は‘60年代末のSimuraというシュミレーション言語だと言われているから、コンピュータ科学の世界では歴史的な言葉だともいえる。

こんな問題文が語句の選択で作れます。

「①オブジェクト指向」という言葉が登場してずいぶん経つ、②原点は‘③60年代末の④Simuraという⑤シュミレーション言語だと言われているから、コンピュータ科学の世界では⑥歴史的な言葉だともいえる。

問題となる文章をすべて入れます。左の人が立っているボタンを押します。メッセージが出ます。問題にしたい単語を選択します。真中の水を撒いているボタンを押します。必要回数、選択とボタン押下を繰り返します。正しく選択していれば選択範囲の反転は消えるはずです。消えない場合は前に選択した語が混ざっています。右の水撒きの終わった人のボタンを押します。選択した語が出ています。必要でない語があればリストから削除します。語が入っていなければ中止を押して入れたい語を選択します。下線の種類と入れたい記号をコンボボックスから選択します。「記号を小さく」は前に付ける数字などのフォントの大きさを指定した語のフォントサイズより２ポイント小さくします。付ける数字の初期値を１以外にするときは初期値の数字を半角数字で入れます。アルファベットの場合も数字で入れてください。ｂから始めたいときは２です。また、選択した語が21以上あれば丸数字はないので使えません。当然ですがアルファベットも26までです。この場合はリストの中に出ないようになっています。作成ボタンを押します。結局、虫食い問題作成と同じ要領です。

「x2」「x2」のボタンは選択した文字(列)を上付き文字、または下付き文字にします。

「Ｕ」「Ｄ」「Ｕ」のボタンは選択した文字(列)にそれぞれ一重下線、二重下線、点線下線を付けます。

「ABC」「ﾌﾘｶﾞﾅ」のボタンは選択した文字(列)に傍点、振り仮名を付けます。

「Ａ▲」「Ａ▼」のボタンは選択した文字(列)のフォントのポイントを＋１、－１します。

「丸数字」のボタンは選択した表に番号・記号を付けます。

	s
	s
	s
	s
	
	

	s
	s
	s
	s
	
	


でＳのついたセル(表)を選択して実行すれば

	①
	②
	③
	④
	
	

	⑤
	⑥
	⑦
	⑧
	
	


のような記号がふれます。

番号などを付けたい表の部分を選択します。ボタンを押します。括弧の形と入れたい記号をコンボボックスから選択します。付ける数字の初期値を１以外にするときは初期値の数字を半角数字で入れます。アルファベットの場合も数字で入れてください。ｂから始めたいときは２です。文字を小さくしたいときは選択してツールバーから上付き文字にしたり、フォントのポイント数を小さくします。ワード97/98のバグ？により選択していない不要な部分に１個所、次の番号が振られることがありますが、消せるので問題ないと思います。ワード２Ｋは大丈夫のようです。

丸数字の横、「２つの平行線と矢印の絵」のボタンは行間をポイント数で増減します。

下向き矢印が行間を増やします。下向きは少なくします。段落単位で変化します。書式で行間を設定しているときはその数値より小さくはできません。

「段組」は選択した部分を段組にします。

段組にしたい部分を選択し、段数を選びます。

お願いです

試験問題作成をちょっと楽にするツールを作ってみました。こんな機能があればよいというのを教えてください。
連絡先
電子メールはakhrtnk@gmail.com です。ご意見ご感想をよろしくお願いします。

